
JP 2010-538282 A5 2011.10.20

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年10月20日(2011.10.20)

【公表番号】特表2010-538282(P2010-538282A)
【公表日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
【出願番号】特願2010-523316(P2010-523316)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/543   ５４５Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月31日(2011.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膵石タンパク質／再生タンパク質（ＰＳＰ／ｒｅｇ）を全身性感染症のマーカーとして
使用する方法であって、ＰＳＰ／ｒｅｇの濃度を体液試料中で測定し、高濃度であること
を敗血症の発症の指標とする方法。
【請求項２】
　ＰＳＰ／ｒｅｇ濃度を血清中で測定する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　外傷後敗血症の発症の指標となる前記高濃度が６０ｎｇ／ｍＬである、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　敗血症の発症の指標となる前記高濃度が、外傷から３日目、４日目または５日目におい
て８０ｎｇ／ｍＬである、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　ＥＬＩＳＡ、ＲＩＡ、ＥＩＡ，質量分析またはマイクロアレイ分析によりＰＳＰ／ｒｅ
ｇの濃度を測定する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
サンドイッチＥＬＩＳＡによりＰＳＰ／ｒｅｇの濃度を測定し、マイクロタイタープレー
トをＰＳＰ／ｒｅｇに対する一種類の抗体で被覆した後、該プレートをブロックし、試料
または標準を入れ、ＰＳＰ／ｒｅｇに対する第２の種類の抗体を与えた後、適当な標識と
結合した特定の種類の第２の抗体を検出する第３の抗体を加え、前記標識はＰＳＰ／ｒｅ
ｇの量を定量するのに用いられる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記サンドイッチＥＬＩＳＡにおける標識は発色検出用の酵素である、請求項６に記載
の方法。
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